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Tutuba語 の 歯 茎 閉 鎖 音 と 〔n〕に つ い て

― 音韻論的観点から―

内藤 真帆

0.は じめ に

 南 太 平 洋 に 位 置 す る ヴ ァヌ ア ツ 共 和 国 は83の 島 々 か ら構 成 さ れ て お り1、 約19万

人 の 国 民 に100以 上 の 異 な っ た 現 地 語 が 用 い ら れ て い る 。 現 地 語 以 外 に は 、 こ れ らの

共 通 語 と し て 機 能 す る ビス ラマ 語 、 か つ て の宗 主 国 の 言 語 で ある 英 語 、 フ ラ ン ス 語 が 使

用 され て お り、 一 国 で これ だ け の 言 語 が 使 用 さ れ て い る の は 、極 め て まれ だ と言 え よ う

(Tryon 1976)。 ヴ ァ ヌ ア ツ の 現 地 語 は 、オ ー ス トロ ネ シ ア祖 語 か ら派 生 した と考 え られ

て お り、 主 に 二 つ に下 位 分 類 され る 。 一 つ は 、The Southern Oceanic group、 も う 一

つ はThe Central Pacific groupで あ る 。 前 者 は さ ら にThe North-Central Vanuatu

subgroupとThe Southern Melanesian subgroupに 分 け られ 、今 回 考 察 の 対 象 と し た

T4ztuba語 は 、 The North-Central Vanuatu subgroupに 位 置 付 け られ て い る(Lynch

1998)。Tutuba語 が 主 に 用 い られ て い るTutuba島 は 、 ヴ ァ ヌ ア ッ で 最 も大 き い 島 で

あ るEspiritu Santo島 の わ ず か に南 東 、 南 緯15.3度 か ら15.4度 、 東 経167.1度 か ら

167.2度 の 間 に位 置 す る 、 小 さ な 島 で あ る。

 対象言語 にTutuba語 を選んだのは以下の理由による。まず一つに、現在 この言語の

話者数が500人 以下であると考えられること、第二 にこの言語 を保存 しようとする積

極的な働きが特に観察されないこと、第三に先行研究の数が多くないこと。危機に瀕 し

た言語 を保存する上でも、また言語の普遍性を考察する上でも、Tutuba語 の研究は意

義があるといえるだろう。

 Tutuba語 の話 者 は 主 にtutuba島 に住 ん で いる が 、副 首 都 で あ るEspiritu Santo島

に も 少 数 存 在 す る よ う で あ る 。Tutuba島 に は1999年 時 点 で90世 帯 、518人 が 生 活

して お り、 そ の 内訳 は 、女 性237人 、男 性281人 と な っ て い る 。 言 及 な し の49人 を 除

く469人 を年 齢 別 に見 る と 、 以 下 の よ う に な る(The 1999 VANUATU NATIONAL

POPULATION AND HOUSING CENSUS)o

i地 図1参 照
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 母語話者によると、今 日若年層はTutuba語 を理解するものの、十分に話す ことは出

来なくなってきている、とのことであった。これには、共通語として機能するビスラマ

語や学校教育で用いられる英語、フランス語などによる影響が考えられる。学校教育は

義務ではなく、tutuba島 には小学校が一校設立されているだけなので必ずしも就学率

が高いとは言えないが、これらの言語がさまざまな付加価値を伴って人々の心理に与え

る影響を考慮すると、少数言語であるTutuba語 は迅速に調査なされる必要性があるだ

ろう0

 本稿では、一般的音韻論と比較 した観点か ら、Tutuba語 がどのような特徴を有して

いるのか、数値、資料を用いて実証的に示すことを試みる。今回考察するにあたって調

査に協力 して くれたイ ンフォーマントは、現在Espritu Santo島 に住むtutuba島 出身

の女性であ り、ここでの全ての考察 は彼女の音声の上に成っていることを明記 してお

く。残念なが ら分析するに豊富なデータがそろっているとは言えないが、Tutuba語 の

〔nd〕と/t/に 焦点をあて、以下の3つ のポイン トを考察の 目的とする。

1.Tutuba語 の音素を立てる際、先行研究上で 〔ﾟd〕2という表記が用いられている音

素/d/が 、lingu(》labi衄 と称され る調音であるかどうか、音響的手法をもちいて明 らか

にする

2.音 素/t/を 表すに際して、〔t〕3、〔t〕の二通 りの表記を用 いるのが妥当であるか、音

響的差異か ら導 く

3.〔nd〕 の 〔n〕を一つの分節音とみなすのが妥当であるか、〔n〕の生起する環境、子

音結合 との比較、継続時間から導 く

1.先 行研 究

 Tutuba語 だけを専 門に扱った先行研究は特 にないようであるが、 この言語 に関す

る記述の中で、歯茎閉鎖音/d/,/t/は それぞれ 〔"d〕、〔t〕と表記 されてお り(Tryon

1976)、 〔nd〕の調音点は慣例に従って考えるとそ り舌音であると思われる。 Tutubaの

 2こ の 〔昭 〕 とい う表 記 はTryonに よる もので あ り、私 自身 の調査 ではlinguo-labialで もretroflexで

もな く、歯裏 音 で はな いか とい う印象 を受 けたが 、 ここではT【yonに よ る表記 で統 一す る 。な お、 Nituba

語 のデ ー タ を収集 、分 析 したの はJ.B. M. Guyで あ る と64ペ ー ジ に記載 され て いる(Tryon 1976)。

 3先行研究上に 〔t〕という表記は用いられていないが、この音が使用されている印象を受けたため、これ

が使用 されていると仮定 し、この表記を用いて考察を進める。
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周辺言語4に は、linguo-labialと 称される音が確認 されてお り、この音は舌先が上唇に

接するという調音をとる、調音可能でありながら実際に言語音として使用されるのは非

常に珍 しい音であると考え られている(lan 1987 P21)。 Tryonは それ らの言語におい

て、(有声)鼻 音、有声摩擦音、無声閉鎖音がこの音であると報告 しているが、無声閉鎖

音ではなく、実際には前鼻音化有声閉鎖音が用いられている言語 もあった(lan 1987)

という報告もなされているため、この観点か らTutuba語 の/d/音 を考察する価値はあ

るといえよう。Ianに よると、 linguo-labialを 有している言語のいくつかは、現在危機

に瀕 しているか、もしくはその音の損失が徐々に進んでいる状況にあるとの ことであ

り、時の経過 と共 にその音が何か別な音に変化 している可能性 も考 えうる。

 一方、Tutuba語 の無声閉鎖音/t/音 に関しては、 Tryonの 先行研究 では音韻論的に

〔t〕という表記だけが用 いられてお り、有声音/d/が 〔噂〕と表されるの同様 〔nt〕とは

表記されず、また、発音 されていると推測される 〔t〕の表記も用い られていない。第

三のポイン トで ある 〔nd〕の 〔n〕に関する先行研究は特 にないようである。

2.母 音

 基礎語彙表 をもとに収集 した単語 の中で、歯茎閉鎖音 〔nd〕、〔t〕、〔t〕が比較的明瞭

に発音されたものを考察 の対象としたが、その際に前提となるTutuba語 の母音につい

て説明する。 これ らの音から母音へ移行する部位のスペク トログラムは、調音点が前寄

りであるか後寄 りであるかを示唆 し、音の差異があるかどうかを判断する上で重要な役

割を担 う。 これを利用することで、上に挙げた問題点の考察が可能 となり、結論を導く

ことが可能 となるだろ う。

 Tutuba語 の 母 音 は 〔i〕、 〔e〕、 〔a〕、 〔o〕、 〔u〕の基 本 的 な母 音 五 つ か ら構 成 され て い

る と 考 え られ る 。 イ ン フ ォー マ ン トが 発 音 した 単 語 の い く つ か を ラ ン ダ ム に取 り上 げ 、

用 い られ て い る 母 音 のF1、 F2. F2―F15値 を 計測 し 、 プ ロ ッ トし た も の が 次 の 図 で あ

る 。 縦 軸 はF1、 横 軸 はF2-F1の 値 で あ り 、単 位 はHzで あ る 。 な お 、 こ の 図 の作 成 に

あ た り、計 測 し た そ れ ぞ れ の 母 音 のF1. F2、 F2-F1値 を 資 料 と して 末 尾 に付 して お く

(資 料)。

 4末 尾の 地 図2参 照 。Tryonに よ って この音 が確認 された 地 名 に下 線 を施 した(内 藤 に よる)。 これ よ り

この世界 で も珍 しい とされ るlinguo-labialと い う音 が、 TUtuba語 の周 辺で用 い られ て いる こ とが 分か る。

 5F1値 は舌 の高 さ を表 し、 口内で舌 の位 置が 高 いほ ど、値 は低 くな る。

F2値 は 舌の 前後位 置 を表 し、調 音位 置が 前で あ るほ どその値 は高 くな り、後 ろにな る ほ ど低 くな る。

F2-F1は 舌 の後退 を示 し.数 値 が小 さ いほ ど舌 は後 退 する。



4 内藤 真帆

Tutuba vowel chart

F2-F1

 多少の重な り、広が りはあるものの、それぞれの母音の調音位置が言語学一般の母音

位置 とたが うことな く、整然と区分されていることがわかる。

また、 この数値の平均値は以下のようになる。

Voewl

F1

F2

F2-Fl

曹
-

3s1.i7ss

2444.038

2059.861

e

481.1514

2192.486

1711.335

a

957.2289

1730.133

772.9041

0

571.6567

1130.199

558.5423

u

405.5336

1147.162

741.6284
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縦 軸 にFl、 横 軸 にF2―F1を と り、そ の 平 均 値 の小 数 点 以 下 を切 り捨 て た も の を 図 に

した の が 、 次 のV6wel Formant Chartで あ る 。

Vowel Formant Chart

(tuba language)

 この よ う に 母 音 が 基 本 母 音5つ か ら構 成 さ れ て い る 言 語 に は 、 他 に 日本 語6、 ス ペ

イ ン 語 、 フ ィ リ ピ ン の タ ガ ロ グ語 な ど が あ り、5大 陸 に ま た が る754言 語 中 、 こ の5

つ を単 音 の 口母 音 と す る言 語 は24%で あ る(Claude 1990東 郷 雄 二 他 訳)。 日本 語 の

Vowel Formant Chart zとF1、 F2、 F2-F1の 平 均 値 を 比 較 の た め に下 に示 す(金 田

一 他 編1988)
。

6た だ し、uは 円唇 で は な く非 円唇 とな る。
7数 値 を禾Il用したchartの 作 成 は内 藤 による。
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Vowel Formant Chart

(Japanese)

Voewl

F1

F2

F2-Fl

●
1
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0
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 厳密な位置は違うものの、T�uba語 の母音が日本語の母音と同じような配列になっ

ていることが分かる。
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3.考 察

3.1.歯 茎 閉 鎖 音

 音素/d/と/t/は 、有声 ・無声の対立をなすが、音韻論的にはいくらか異なる点があ

るようだ。た とえば、/d/が 〔噂〕と表されるのに対 し、/t/が 〔nt〕と表されることは

ない。 このような差異が何 によってもたらされるのかはここで扱わないが、この二つの

音に関し、音韻論的見地からそれぞれの音素がいかに表記されるべきであるか、以下の

二点を明 らか にする ことを目的として考察する。

・/d/

 音 素/d/は 先 行 研 究 上 で 〔唄 〕 と表 記 さ れ て お り 、慣 例 に 従 う とそ り舌 だ と考 え られ

るが 、Tutuba周 辺 にlingu(》labial prena8alized stopと い う 、珍 し い音 を有 す る言 語

が 存 在 す る こ と も あ り(Ian 1987)、 Tutuba語 の/d/音 もlinguo―labialで あ る と は 考

え られ な い だ ろ う か

・/t/

 音素/t/に は、〔t)と いう表記のみが先行研究で用いられているが、 これよりも調音

位置が前寄 りである 〔t〕を加え、〔t〕,〔t)という二通 りの表記 を用いるほうが、より

適切であるといえないだろうか

方法

 上記二点 を考察するにあたって、焦点とする音のスペクトログラムを利用し、後続す

る母音の トランジット開始位置 と母音の定常部を観察するという方法をとる。 この観

察により、〔nnd〕の調音位置が先行研究で報告 されているlinguo-labialと 酷似 している

かどうか、また 〔t〕と 〔t〕のグラフがおなじ曲線 を描いているかどうかが分か り、結

論を導くことが可能 となるだろう。

 はじめに、〔噂〕,(t〕,〔t〕 が使用されていると思われる単語を収集 したなかか ら全

て抜き出 し8、 後続す る母音に着 目する。〔ﾟd〕が、lingu(》-labialであると仮定すると、

前唇 と舌先 という、極 めて前寄 りな調音位置でもって この音が発音 されることから、後

続する母音は 〔唄〕に与 える影響から前舌母音でないほうが好ましい。また、/t/を 考

察する際 にも、〔t〕と 〔t〕であると考え られる音に後続 させる母音を同 じくし、環境

8こ れ らの音 が使 用 され て い る環 境 は問わ な い。後頭 、語 中 、語末 の いずれ も考 察 の対象 とす る。
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を一定にする必要がある。その際、/d/音 同様、/t/音 もやや前よ りの調音位置で発音

されているように思われることに配慮 し、後続する母音か らの影響を減少させるため、

〔昭〕のとき同様、前舌母音を避けることが望まれる。

収集 した単語から、これらの音素と後続する母音の組み合わせ は次のようになった。

[nd)

〕t

【

〔

(t)

(i)

0

O

[e)

O

0

(al

O

O

0

[01 (ul

0

0

 前 舌 母 音 を避 け る こ とが/d/、/t/の 観 察 上 好 ま し い た め 、 〔i〕、 〔e〕を 除 き 、 〔t〕と

〔t〕に共 通 して 後 続 し、 か つ 〔nd〕 に も後 続 す る 〔a〕を後 続 母 音 と して 選 択 す る こ と

に す る 。

 用 いた資料の数は豊富で あるとは言い難 く、それ故必ず しも上の結果を断定するわ

けにはいかないが、入手したデータの限 りでは、ここで焦点を当てている三つの子音の

いずれ もに共通 して後続する中舌母音 〔a〕を用いることが、誤差 を防 ぐ上でも考察の

上で も適切だと考えられる。

 次に、/d/音 、/t/音 に中舌母音 〔a〕が後続する単語を全て選び出し、スペク トログ

ラムで 〔ncla〕、〔ta〕、〔ta〕部分の記録をとり、3つ それぞれにF1とF2の グラフが一

定の傾向を有 しているかどうかを調べた。その結果、〔ta〕と 〔ta〕においては、それ

ぞれ傾向が見 られたが、〔"da〕のグラフはF1、 F2を 利用た グラフが二種類に分類で

き、一定の傾向を示唆 していると考えられなかった。それ らは二通りに解釈可能であっ

たため、ここではその両方 を資料 として用いることとする。本稿では、それぞれに最も

顕著 に特性が表れたものを提示 し、その数値を考察の際に用いている。

 それぞれに最 も顕著 に特性が表れていると考えられる、4つ9の スペク トログラムの

トランジッ ト10開 始位置 と母音の定常部のF1、 F2値 を計測 し、そ の値か ら 〔nd〕の

調音位置がlinguo-labiaユ と同一であるか、また、存在すると仮定 した 〔t〕の調音位置

が 〔t〕と実際に異なっているか どうか、その差異は 〔t〕と表記す るにふさわしいもの

であるかどうか判断する。

9〔 翌a〕 にお いて は二 通 りの スペ ク トログ ラム を資料 と して 用 いたた め 。
10子 音 か ら後 続 す る母音 への移 行 。
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3.1.1. /d/

 〔唄 〕の音 が用 い られ て い る単 語 に は 、/fbmara皿di/(stone i i)、/badil/(mountain)

な どが 挙 げ られ る。 この う ち 、 後 続 す る母 音 が 〔a〕に限 定 さ れ る もの だ け を 選 び 、単

語 中 に用 い られ て い る 〔`ida〕の 部 位 を 焦 点 化 し た ス ペ ク トロ グ ラム を以 下 に 示 す 。 資

料 に よ っ て い く らか 差 異 が あ り、二 通 りの 解 釈 が 可 能 と な る た め 、 そ の 双 方 を挙 げ る

こ と に して そ れ ぞ れA一 ① 、A一② と表 示 す る。 A一① は/onda/(can)、 A―② は/da/(we)

と い う単 語12中 に用 い られ て い る音 で あ る 。

観察

 〔°d〕か ら 〔a〕へ 移 行 す る そ の トラ ン ジ ッ トの 開 始 位 置 と 母 音 定 常 部 のF1、 F2.

F2-F1を 下 に示 し、 比 較 の た め に 、 資 料2で 提 示 した 、母 音 〔a〕のF1、 F2、 F2-F1

の 平 均 値 を 付 して お く。

A-O

Fl

F2

F2-Fl

〔nda〕

トランジット開始位置

702.23

1924.11

母音 〔a〕の定常部

674.14

1797.71

1123.57

〔a〕

母音 〔a〕の定常部平均値

957.2289

1730.133

T72.9ﾘ1

 iiTutuba語 の 名詞は 単複 同型 であ るよう に思 われ るが 、そ う結 諭付 ける にはよ り多 くのデ ー タを分析 す

る必要性 があ る。
12以 下 、本 文 中で挙 げる単 語の例 は3.2.2.を 除 いて全 て私 自身の 調査 による もので ある。
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A-○

Fl

F2

F2-F1

        〔旧a〕

トランジット開始位置

575.83

1994.33

母音 〔a〕の定常部

898.85

1727.48

828.63

   (a)

母音 〔a〕の定常部平均値

957.2289

1730.133

772.9041

 F1の 値は舌の高低 を表すが、 tutuba語 の母音 〔a〕をプロットした ものを見る限り

その域は広く、A-① 、 A-② のいずれもデータとして用いることが可能である。 A一①の

母音 〔a〕は定常部平均値に比べると、F1の 値が小さく、結果必然的にF2-F1値 が大

きくなるが、母音 〔a〕のF1定 常部値も様々であることが先に見た母音のプロッ トか

らも分かるので、考察可能な範囲とみなす ことにする。

観察結果と結論

 A―①では、トランジッ トの開始位置か ら母音 〔a〕の定常部にかけて、わずかながら

F1、 F2値 が減少し、下向きの緩やかな曲線を描 く。A―②では、 F2値 がA一①同様わず

かに減少 し、それに対してF1値 は上昇する。このようにA-① とA-② では異なってお

り、分析可能なデータ数が少ないこともあり、現段階でA一①とA-② のどちらを 〔唄a〕

音の典型的なグラフとみなすかを明言することは出来ない。そのためには、今後より多

くのデータを収集 し、分析することが要求される。
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 こ こで は 〔nda〕の 音 が 、 A一① とA-② の いず れ かで 表 さ れ る と して 論 を進 め るが 、こ の

どち らで あ っ て も 、こ の音 の 調 音 点 がlingu(トlabialで な い こ とが 確 認 され た 。 Vanuatu

の 現 地 語 で あ るVao語 はlingu(rlabial prenasalized stopsを 有 して お り、 そ の 特 徴

と し て 、lingu(〉-1abia1の 後 、 F2の トラ ン ジ ッ トが1700Hzの あ た りか ら減 少 し(lan

1987p33-35)、 しか もそ の 現 象 は 比 較 的 急 激 で あ る よ う に観 察 さ れ る が 、 そ れ ほ ど の

減 少 はA-① とA一 ② に お い て 見 ら れ な い 。 ま た 、 こ の 音 の 調 音 位 置 は 非 常 に 視 覚 的 で

あ る の で 、そ れ を 判 断 材 料 に加 え た 上 で も 、 こ の音 がretro且exの 可 能 性 を 残 す も の の

lingu(rlabialで な い こ と は 示 さ れ た 。

3.1.2. /t/

 先 行 研 究 で は 音 素/t/を 表 す に 際 して 〔t〕と い う表 記 だ け が 用 い ら れ て い る が 、 イ

ン フ ォ ー マ ン トの 発 音 か ら 〔t〕だ け で は な く、 これ よ り も や や 前 寄 りの 調 音 位 置 を と

る 〔t〕も使 用 され て い る よ う に推 測 され た 。 は た して 〔t〕と い う表 記 を 用 い る の が適

切 で あ る の か を 音 響 的 差 異 か ら導 くた め 、 こ こ で は 音 素/t/に 〔t〕と 〔t〕の 二 つ が あ

る と 仮 定 し て 論 を 進 め る こ と に す る 。 〔t〕の 音 が 用 い られ て い る と 考 え ら れ る 単 語 に

は/tete-13/(mother)、/batu-/(head)な どが あ り、 〔t〕が 用 い られ て い る と考 え ら

れ る 単 語 に は/etej a/(one)、/fetali/(sister)な ど が 挙 げ られ る 。

観察

 単語中に用い られている 〔ta〕、〔ta〕の部位を焦点化 したスペク トログラムを順にB、

Cと し、以下 に母音 〔a〕の定常部の値 と共に数値 を示す。

B((ta))

    ト ラ ン ジ ッ ト開 始 位 置

F1        603.92

F2        1629.17

F2-Fl

[ta)

母 音 〔a〕の 定 常 部

674.14

1544.90

870.76

    [a)

母音 〔a〕の定常部平均値

957.2289

1730.133

772.9041

 13所 有者を表す形態素が付加する例が多く見 られたが、これ らが独立 して存在可能であるかどうかはまだ

分か らない
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C([ta))

Fl

F2

F2-F1

トランジット開始位置

758.41

1348.28

(ta)

母 音 〔a〕の 定 常 部

730.32

1446.59

716.27

     〔a〕

母音 〔a〕の定常部平均値

957.2289

1730.133

772.9041
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観察結果と結論

 〔ta〕と 〔ta〕の 比 較 で あ る が 、 〔ta〕のF2ト ラ ン ジ ッ シ ョ ン の 起 点 は1629.17で あ

り、母 音 〔a〕の 定 常 部 は1544.90と な っ て い る 。 グ ラ フ は 下 降 気 味 の 曲 線 を 描 き 、 発

音 す る 際 、舌 の 位 置 が 前 よ りで あ る こ と を示 唆 して い る 。 ま た 、〔ta〕のF2ト ラ ン ジ ッ

シ ョ ンの 起 点 は1348―28、 母 音 〔a〕の 定 常 部 は1446.59で あ る 。 母 音 の 定 常 部 の ほ う が

起 点 よ り も数 値 が 高 く、F2の グ ラ フ は な め らか に 上 昇 し た 曲 線 を 描 く。 こ の 二 つ を 比

較 す る と 、 〔t〕を 調 音 す る 際 、 〔t〕よ りも 舌 が 前方 に位 置 して い る こ と が 分 か り、 フ ォ

ル マ ン トロー カ ス が 異 な っ て い る こ とか ら、 この二 つ の 音 は 、調 音 点 を 異 に し て い る と

結 論 付 け ら れ る 。 以 上 よ り 、音 韻 記 号 を 用 いて 音 素/t/を あ ら わ す 際 、 仮 定 と して 打 ち

立 て て い た 〔t〕と 〔t〕に は 実 際 に音 響 的 な 差 異 が あ る こ とが 明 らか に な り、異 な っ た         n

表記 を用 い る こ との 妥 当性 、 〔t〕よ りも前 寄 りの調 音 位 置 で 発 音 さ れ る 音 を 〔t〕と表 記

す る こ と の 妥 当 性 が 示 さ れ た と い え よ う 。 この 二 つ の 音 は イ ン フ ォ ー マ ン トが/tata/

(father)と/trii/(brother)を 発 音 し た 際 に 用 い ら れ た 音 で 、 前 者 に は 〔t〕が 二 度 、

後 者 に は 〔t〕が 使 用 され て い た 。 こ の 二 つ が 音 韻 論 的 に厳 密 に どの よ う な 関 係 に あ る

のか は 、 今 後 調 査 を 重 ね て 明 らか に して い きた い。

3.2.(nl

 Tutuba語 〔nd〕の 〔n〕は一つの分節音とみなすべきであろうか。本節では 〔n〕が

独立 した分節音であるのか、それとも添加音であるのかを明 らかにすることを目的 と

する。〔噂〕はTryonの 先行研究において語中だけでなく語頭 にも現れ、〔n〕を独立 し

た分節音 とみなす ことが出来れば、表記 を 〔nd〕とするのがふさわ しいと考 えられる。

ここでは 〔n〕に先立っ音 の影響を排除するため、語頭に生起す る 〔nd〕の 〔n〕を考察

対象とし、これを独立 した分節音ではなく、〔d〕音の添加音であると仮定 して論 を進

める。考察の手順としては、添加音と子音の組み合わせには子音結合と何 らかの差異が

あるのか、生起する環境、調音位置、調音方法を比較 し、次に 〔n〕と 〔n〕に焦点 を絞

り、継続時間を測定す る。その後、〔n〕と 〔d〕、〔n〕の関係を考察 し、〔n〕を独立 した

分節音 として扱 うべきかどうか、それ らの結果をもとに検討する。

3.2.1.(添 加 音+子 音)の 種 類 と特 徴

語頭 に 〔n〕が現れ、後続するのが子音の場合、〔n〕 をひとつの分節音 とみなす ご
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と が 妥 当 で あ る か ど うか 、 添 加 音 と そ れ に 後 続 す る 子 音 の 組 み 合 わ せ を観 察 して み る 。

Tryonに よ るTutuba語 の 先 行 研 究 で は 、添 加 音 とそ れ に後 続 す る 子 音 の組 み 合 わ せ は

以 下 の よ う に な っ て お り、 これ らが 用 い られ て い る 単 語 の例 と し て 、/modui/(good),

/pepe/(butterfly),/bai/(shoulder)な ど が あ る。

〔唄 〕  〔mp〕  〔mb〕

 先行研究の中で、これ らはいずれも語頭、語中ともに現れている。また現時点での私

の調査結果 も上 と合致するが、〔mp〕の組み合わせを断定するには資料が乏しいことを

記しておく。調音方法は、添加音がいずれも鼻音であり、添加されている子音はいずれ

も閉鎖音である。調音位置は 〔n〕、〔d〕14ともに歯茎音、〔m〕、〔p〕、〔b〕はいずれも両

唇音 となってお り、各々において子音とそれに先立つ添加音の調音位置は同じである。

 鼻子音が後続の子音 と同じ調音位置を取るのは広 くみ られる現象であるが、仮 に

Tutuba語 において、調音位置が異なる添加鼻音 と閉鎖音の組み合わせが存在するなら

ば、〔n〕をひとつの分節音と考えることの妥当性が出て くるといえよう。 しかし、上に

示した 〔n〕と 〔d).〔m〕 と(p〕 、〔m〕と 〔b〕の三組 ともそれぞれの組み合わせの調

音位置は同じであり、 〔n〕が添加音である可能性は否定できない。

3.2.2.子 音 結 合 の 種 類 と特 徴

 この言語の音韻論的な音節構造は基本的にCVで あると考え られるが、音節構造が

CCVと な り、しか もそのような子音結合が語頭に発現するのはTutuba語 にお いて ど

れだけ一般的な現象なのか。先行文献にある292語 の表記を見る限 り、上に示 した組

み合わせ以外 に連続す る2子 音が調音位置を同じくしている子音結合 には次の4つ が

観察された。

[nt 15) [ls) [rt) [nn)

 これ らは/ntau/(fear),/lsua/(kill),ノrturotu/(play),/nno/(thou)な どの単語

に見られ(Tryon 1976)、 ここでは全て子音結合が語頭 に現れる例を挙 げたが、語頭 と

は限定されず語中に現れる場合 もあるようだ。子音結合が現れ る単語の数は決 して多

くはないものの、この言語においてCCV構 造をとるこのような現象は比較的一般的な

ことと言 って差 し支 えないだろう。上の四組は全て調音位置に歯茎+歯 茎の組 み合わ

 14歯茎音の中で も調音位置 によってさらに厳密な分類があるが、ここでは単に歯茎音という表記にとどめ

ておく。
15添 加 音 の 〔n〕で はな く 、独 立 した 分節音 の 〔n〕。
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せをとる子音結合であるが、その調音方法は順に(鼻 音+閉 鎖音)、(側 面接近音+摩 擦

音)、(ふ るえ音+歯 茎音)、(鼻 音+鼻 音)と なっている。このことから子音結合を可能

とする組み合わせは、鼻音と閉鎖音に限定されないことが明 らかになった。先の添加音

と子音の組 み合わせが全て鼻音+閉 鎖音であったことか ら、この点は異なっていると

いえる。〔nt〕は鼻音+閉 鎖音の組み合わせによる子音結合であるか ら、必ず しも 「鼻

音+閉 鎖音の組み合わせであればそれは添加音+子 音であると考えられる」とは帰結で

きないが、逆 に 「添加音+子 音は、鼻音+閉 鎖音の組み合わせによって構成されている

と考えられる」と導 くことの妥当性は高まったといえよう。結果、この添加音 プラス子

音と鼻音+閉 鎖音の関係 は、下の図のように示 される可能性が高くなった。

A

B

A(外 丸):鼻 音+閉 鎖音

B(中 丸):添 加音+子 音

*AのBに 内包 されない部位には、子音結合が存在する

3.2.3.〔n〕 と 〔n〕 の 継 続 時 間

 前 鼻 音 化 閉 鎖 音 は 、 鼻 音+閉 鎖 音 の 子 音 結 合 よ り も鼻 音 部 分 の 長 さ が 短 い と い う 特

徴 が あ る 。 この 特 徴 を 利 用 して 、先 に 示 し た 〔唄〕、 〔mp)、 〔mb〕 の う ち 〔唄 〕 の 〔n〕

に 焦 点 を 当 て 、 実 際 に 発 音 され た 〔n〕の 音 の 長 さ を測 定 し、 これ と子 音 結 合 を 形 成 す

る こ と な く 分 節 音 と して 語 頭 に現 れ る 〔n〕、 上 の 語 頭 に 生 じた 〔nn〕 な ど の 長 さ を 比

較 して み る 。 長 さ に 明 らか な 違 い が 生 じて い な い な らば 、 〔n〕が 分 節 音 で あ る 可 能 性 が

高 い 。 資 料 と して 用 い た の は 、/da/(we),/dindiu/(ant)中 に用 い られ て い る 語 頭 の

〔n〕、/nﾘ/(I),/nOmae/(COme),/nno/(yOU)に 用 い られ て い る 語 頭 の 〔n〕で 、 こ

れ らは 独 立 した 分 節 音 と し て 存 在 して い る 。 下 は 〔n〕と 〔n〕の継 続 時 間 を測 定 した 結
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果であるが、用いて いる数値の単位は、いずれも秒である。

1.〔nd〕

開始時刻

 〔n〕

0.18926

 (dl

O.24083

〔n〕の 継 続 時 間

 0.05157

2.(nd)

開始時刻

 〔n〕

0.55344

 (d)

0.59352

〔n〕の 継 続 時 間

 0.04008

3.〔na〕

開始時刻

 〔n〕

0.05128

 (al

O.10333

〔n〕 の継 続 時 間

 0.05205

4.(no)

開始時刻

 (n)

0.25260

 (o)

0.30005

〔n〕の 継 続 時 間

 0.04745

5. 〔nno〕

 開始時刻

〔n〕の継続時間

 (n)      (n)       (o)

0.05157       0.10314        0.20229

iO O.05157  QO.09915

以 上 を ま と め る と 、 次 の よ う にな る 。

(°)

[n)

1

0.05157

2

0.04008

3

0.05205

4

0.04745

5-OO

0.05157

5-OO

0.09915

 5つ め の ケ ー ス に出 て く る最 後 の 一 つ を 除 い て 、 どの 〔n)、 〔n〕の 継 続 時 間 も 概 し て

0.05秒 前 後 で あ り、 分 節 音 を 形 成 して い る 〔n〕と 、添 加 音 と仮 定 さ れ る 〔珮 〕 の 〔n〕

に は 大 差 な い こ と が 分 か っ た 。
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3.2.4.〔n〕 、 〔d〕、 〔n〕 の 関 係 と 結 論

 添加音プラス子音 と子音結合の比較、〔n〕と 〔n〕の継続時間の比較か らは、添加音+

子音 と鼻音+閉 鎖音 の関係 を除いて、明確 に 〔n〕と 〔n〕の差異を導くことが出来な

かった。そ こで 、〔n〕、〔d〕、〔n〕の三つに焦点をあて、これ らになん らかの関係が存

在しているか どうかを調べることにする。先行研究と私 自身の資料か ら、この三つのう

ち一つで も用い られている単語があればそれを抜き出し、抜き出 したなかで、それ らが

どのような環境で生起、もしくは他の音 と共起するかを観察し、これ らに共通の現象が

あるか どうかを探った。

 興 味 深 い こ と に 、 得 られ た 結 果 は 次 の よ うな もの で あ っ た 。 〔n〕はe〔n〕 、 〔d〕と は

無 関 係 に 、 語 頭 、語 尾 を除 く16位 置 に 現 れ る 。 そ れ に 対 して 、 〔d〕は い か な る 位 置 に

も単 独 で 現 れ る こ と は な く 、必 ず 〔n〕と と も に共 起 す る 。 〔n〕を 〔n〕 とは 性 質 を異 に

す る添 加 音 だ と 仮 定 す る と 、 〔n〕も 〔d〕を 除 くほ か の 音 と は共 起 せ ず 、 必 ず 〔d〕 と共

に生 起 し 、 現 れ る位 置 は 〔d〕の 直 前 と決 ま っ て い る 。 子 音 結 合 の 〔nt〕の 場 合 と 比 較

す る と 、 〔n〕は 先 ほ ど 〔n〕、 〔d〕と の考 察 の 際触 れ た と き 同 様 、語 頭 、語 尾 を 除 く位 置

に 自 由 に現 れ 、 〔t〕も 自立 した 存 在 で あ り、 〔d〕の よ う に 〔n〕を伴 わ な い と 生 起 で き

な い と い う わ け で は な い 。

 この結果か ら、 〔n〕と 〔d〕には何 らかの関係が働いているという推測が成 り立 ち、

〔n〕は一つの分節音 として 自立せず、成節的でないと考え られる。ただし、〔"d〕の 〔n〕

を仮に自立 した分節音であるとするな らば、これは 〔nd〕と表記 されるべきで、この

場合 〔n〕は上で見たように自由に生起可能できる分節音であるか らして、〔n〕を直前

に伴わないと発現できない 〔d〕こそが、自立 していない存在であると帰結で きる。こ

の仮定に関 しては、豊富な資料をもとに今後考察する必要があるだろう。

 ここでは 〔n〕と 〔n〕の継続時間がほぼ同じという結果があるものの、〔n〕を音韻

論的に独立 した分節音であると帰結する積極的根拠が無いので、この 〔n〕を添加音で

あると一応結論付けておくことにし、表記 も先行研究に沿って 〔n〕を用いることにす

る。っまり、添加音 として用いられる 〔n〕は、〔d〕の添加鼻音であるということにな

る。この問題 に関しては、今後よ り多 くの資料をもとに、音韻論 と形態論の両側面か ら

考察 してい く中で明 らかになるか もしれない。

ls`1`utuba語 は基 本 的 に開 音節 だ と考 え られ る。
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4.結 論

 Tutuba語 の母音は基本母音 〔i〕、〔e〕、〔a〕、〔o〕、〔u〕の5つ か ら成ると考えられ、

それらはフォルマン トチャー ト上で多少の重なりや広が りを見せるものの、それぞれの

位置は基本的に言語一般に見 られる母音位置 と合致す る。

 本稿で取 り上げた音素/d/と/t/の 考察 には、この二つに共通 して後続 し、最 も影響

をもたないと考えられた 〔a〕を用い、先行研究で 〔nd〕と表される音が どのよ うな調

音 によるのか、そ して/t/が 〔t〕だけで表されるのが妥当であるのかを検証した。その

結果、F1. F2の トランジ ットの開始位置と母音の定常部の数値、それ らが描く曲線か

ら、〔nd〕の音はlinguo-labiaユ ではないことが示 された。 linguo-labialは 言語音 として

は非常に珍 しく、Tutuba語 の周辺言語が有しているとされることから今回の実証的手

法による分析 を行 ったが、lingu(rlabiaユではなく、そ り舌もしくは歯裏音ではないか

と考え られる。

 /d/が 有声歯茎閉鎖音なのに対 し、その対を成す無声閉鎖音/t/は 、先行研究と今回

の分析双方か らして もlinguo-labia1と は考えられず、むしろ 〔t〕と 〔t〕の二つの表

記を用いるほ うが適切であるという結果になった。 これは 〔L〕と 〔t〕のF2が 、母音

〔a〕の定常部にかけて異なった曲線を描くことから、前者は後者 よりも舌の位置が前寄

りであると考えられることに起因する。ともに語頭に現れ、後続する母音が 〔a〕とい

う条件下で この二つは調音点を異にしてお り、厳密にこの二つがどのよ うな関係にある

のかを調べることは、今後の研究課題である。

 音素/d/を 表記する際、先行研究では 〔曝〕のように表されているが、このときの 〔n〕

をひとつの独立 した分節音 とみなすのが妥当であるか どうかを第二 の考察で取 り上げ

た。Tutuba語 の音韻論的な音節構造は基本的にCVで あると考えられるが、その数は

多 くないもののCCVと いった子音結合が生起するのは、この言語において比較的一般

的な現象であるといえるだろう。添加音+子 音の組み合わせと子音 結合を比較 した結

果、鼻音+閉 鎖音であれば添加音+子 音であるとは言えないが、添加音+子 音は鼻音+

閉鎖音の組み合わせによって構成されるのではないかと考 えられた。添加音+子 音は

鼻音+閉 鎖音の子音結合よ りも添加音部分の長さが短いとされてお り、インフォーマン

トの発音 した語頭 に現れる 〔旧〕の 〔n〕と、子音結合を形成せずに分節音 として同じ

く語頭に現れる 〔n〕の長さを比較 したところ、どちらの継続時間もおおむね0.05秒 前

後である ことが分かった。 しか し、〔d〕の直前には必ず 〔n〕が共起することか ら、こ
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れらに何 らかの音韻論的関係が存在 している可能性も考慮すべきであり、また、〔d〕と

共起する 〔n〕は自立 した分節音 として独立せず、成節的でないことを判断材料とする

と、継続時間の測定結果か ら、〔nd〕の添加鼻音 〔n〕を音韻論的に独立 した分節音 と帰

結 して しまうのは早急であるといえる。

 したがって、この添加音 〔n〕は 〔d〕の添加鼻音であると一応 ここで結論付けてお

き、表記 も先行研究に沿って 〔n〕を用いる。

5.今 後 の課題 と 目標

 /d/と/t/の ように、有声 ・無声の対立を成す二つの音素がその厳密な調音位置を異

にすることは音韻論的にそ う珍 しいことではないが、この言語のように、この二音素が

前鼻音化音を伴うかどうか、一つの音素が音韻論的にどのように表されるべきかなどの

点において異なるのは、非常に興味深 い。Melanesian言 語の半数が四つのうちの一つ

か二つは有 して いると思われている複雑性のなか には、oral/prenasalized stopの 対

立があると考え られている(Lynch 1998)が 、どうや らTutuba語 にそれはないらし

く、代わって上に示 したような差異が見 られる。

今後の課題 としては、

1.〔 昭〕の 〔d〕音が厳密にどの調音点でもって発音されるのかを明らかにする

2.〔t〕 と 〔t〕が生起する環境 を調べ、 この二つの関係 を明 らかにする

3.〔n〕 が分節音であるとす る積極的根拠があるのか どうかを明らかにす る

以上の三点が挙げられるが、さらにその先、Tutuba語 における/d/と/t/の 音韻論的差

異は一体何 によるものなのか、そ こに歴史的な変化があるのか どうかなど、より多くの

資料 をもとにその背景 を分析することを目標としたい。修士論文では、インフォーマン

トの協力をもとに、Tutuba語 の音素をたて、それが言語学的にどのような特徴を有す

るのか を示 して いきたいと考えている。



20 内藤 真帆

参考文献

Crowley, T. 1995 A New Bislama Dictionary. Suva, Fiji: Institute of pacific 

 studies, The University of the South Pacific. 

D. T. Tryon. 1976 New Hebrides languages: an  Internal Classification. Canberra: 

 Pacific Linguistics, C-50. 

Ian Maddieson. 1987 "Linguo-labials" UCLA WORKING PAPERS IN PHONET-

 ICS: No.68,July.1987 Sept.1987: monograph 21-45. 

Lynch, John. 1994 An annotated bibliography of Vanuatu language. Suva: Pacific 

 Information Centre.

東郷雄二 ・春木仁孝 ・藤村逸子訳 クロー ド・アジェージュ著 『言語構造 と普遍性』白

 水社1990

金田一春彦 ・林大 ・柴田武編(代 表) 『日本語百科大事典』大修館書店1988

The 1999 VANUATU NATIONAL POPULATION AND HOUSING CENSUS. 

 Port Vila: National Statistics Office.

Ministry of Education  (Vanuatu) 所蔵

Joe  Iautim.(ed) 2000 Statistical Annual Book Year 2000 Primary and Secondary 

 Education. Port Vila: Republic of Vanuatu 

Vanuatu: Primary schools



Tutuba語 の歯 茎 閉鎖音 と 〔円 につ いて 2ヱ

地 図1.

dTORRESbISLANDS

0 ―

く)舳  0

00

0

HANKS[SLANDS

ρ
げ

、

      Santo

ESPIRITU   ,・

SANTO

A・IALAKULA

,黝 魎0…aい 一

くAMBRYM   

・PAAMAaLOPEVi

(魂
    sP TONOO.4・SHEPHERD

e ISLANDS

fl, e

。鵜EFATE

●.

            冗.

セ戮 二WrrEe
, S;tOM.泌隠 瓢 ―

.コ・ `∂・、 . .馬    :・

 乙『   ピ溶'奪  '・.彎 『^

   一 曝1、 ―磁,。;II'.
2。.    丶:ドコ   '鹽ぐ・ρ・'G・

NEW G《L巳00NIA

AWTRAI:A

驚ω9
£燬冊

0  ・ β臨o」伺
一

�・

螺R醐G。

_爵

o沌.N','VA

OFUTUNA

()概ITYUM



22 内藤 真帆

地 図2.

unapu

ESPIRITU SANTA

OS己k80

To m o

Lordd僘karkar

105hark Bay
Sutmas

Rorla

Tur

Ta価bo名 亀10

幽
0

'一 幽 丿一 ・
  β
Araki

Moじo ro

Vovo

v'c褶 Taut

Orap

nmeし

_ao

optcirin

 9ρ

Mae
      O
      O

幽

MALEKUしA port

 ndvith

O  N 郵



Tutllba語 の歯 茎 閉鎖音 と 〔n〕につ いて 23

資料
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Summary

/d/,/t/and〔n〕 in Tutuba Language

— Viewpoint of Phonology  —

Maho  NAITOU

 This work sets out to examine how the Tutuba language phonemes /d/ and /t/ 

should be described phonologically compared with previous research. Tutuba lan-

guage is one of the vernaculars of the Republic of Vanuatu and is now supposedly 

spoken by less than 500 people.

This study answers the following three points. 

1. Is the sound Ind) linguo-labial? 

2. Although /t/ is phonologically described as (t) in the previous research, is

it more appropriate to be shown as both (t) and CO ? 

 3. Is In) used in Cnd) one segment or an additional sound to Id) ? 

 To analyze the native informant data, I measured Fl, F2, F2-F1 of /d/ and /t/

on the spectrograms as well as the length of (n) and In) . The empirical analysis 

leads to the following conclusions. (Each number corresponds to the previous list.)

 1'. The sound Ind) is not linguo-labial. The spectrogram does not show the 

same transition as linguo-labial.

 2'. It is more appropriate to use It) and It) to show the phoneme N. Spec-

trograms makes it clear that the points of articulation of /t/ in /tete/ (father) 

and /tasi/ (brother) are different. Although previous research describes It) only, 

judging from the fact that /t/ in /tete/ is articulated slightly forward of the point 
of articulation in /tasi/, CO should be added phonologically.

 3'. In the Tutuba language, the consonant cluster is not uncommon and some-

times appears at the head of the word. Although In) used in Ind) is revealed
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to have approximately the same time length as  Cn) , 0.05 sec, considering that 

(n) always appears immediately in front of Cdl and the combination between an 

additional sound and a consonant is supposed to be constructed by a nasal and a 

stop, this implies the C°) is not a segment but an additional sound.


